
第５７回織田幹雄記念国際陸上競技大会

男子棒高跳出場者へ
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④ 送られたポールは室内練習場（１００ｍのスタート位置付近のダッグアウト）に保管する。

各自でピットに運搬すること。

⑤ 競技終了後ポールを発送する場合は、運送会社と個人的に連絡を取り調整する。

競技終了後、ポールの保管場所は１階（ウナ像間の通路）とする。

➀ 競技開始　　男子　４月２９日（祝土）　１３時３０分

② 招集時間は９０分前開始、８０分前に完了する。 １２時００分開始、１２時１０分完了。

③ 招集後、競技者は競技役員の指示に従って入退場する。

④ 公式練習には、ニシ製のゴムバーでゴムバーの高さが正規の高さに合わせて行う。

⑤

⑥ 使用するポールについては､現地で審判員が検査を行う。

⑦ 選手受付は、前日（４月２８日）１２：００～　当日（４月２９日）７：００～　

選手受付で、選手にはアスリートビブスとＡＤ等を監督・コーチにはＡＤを渡す。

⑧ 前日（４月２８日）は、１３：００～１７：００までピットを使用することができる。

練習後、ポールは棒高跳ピット横のダッグアウトに運び、その後は、速やかに退場すること。

指導者についてＡＤカードを付けた指導者１名が付き添うことができる。

入退場は、競技場左側（１００ｍスタート側）ゲートから行う。入場の際にＡＤの確認を行う。

入退場は、競技場左側（１００ｍスタート側）ゲートから行う。入場の際にＡＤの確認を行う。

令和5年4月11日

棒高跳について申し合わせ

大会事務局

棒高跳びピットを使っての練習は、補助競技場にピットを設置していないため、本競技場で、

２９日（祝土）１０：３０～１１：５５まで行うことができる。

ポールの搬送について

要項に記載した通り、各自で対応することとなっている。

広島陸上競技協会、広島広域公園陸上競技場が取り次ぐことはできない。

４月23日（日）に他の競技が会場を使用するので、４月24日（月）以降に搬入する

よう手配すること。

受付、競技、前日練習、当日練習について

各自で指定された場所に運搬すること。


